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REAH03型/REAK03型/RECK03型/REAM03型（壁掛けタイプ）

水がかかったり、表面に結露を生じるような湿気の多い場所、特に
浴室やシャワールームには使用しない 
故障、感電の原因になります。

電気工事は、関連する法令、法規に従って必ず「有資格者（電気工事士）」
が行い、アース（D種接地工事100Ω以下）工事を行う
誤った工事を行うと故障や漏電のときに感電するおそれがあります。

修理技術者以外の人は、この説明書に記載された項目以外は絶対に
分解・修理・改造は行わない 
感電や故障の原因になります。 

電源コード・電源プラグが破損するようなことをしない
傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、重い
ものを載せたり、束ねたり、挟み込んだり、加熱したりしないでください。
傷んだまま使用すると、感電・ショート・火災の原因になります。
指定する電源以外では使用しない
ヒーターの断線・火災などの原因になります。
ガタついているコンセントは使わない 
火災や感電の原因になります。

屋内用のため、屋外には設置しない
感電や故障の原因になります。
水・油・洗剤などがかかる位置に電気温水器本体および電源プラグ用の
コンセントを設けない
感電や故障の原因になります。



漏電遮断器を取り付ける
開梱後、不要になった梱包材は速やかに処分する

タンク内が満水になっていないときは、絶対に「沸上げ運転 (電源 )」スイッチを入れない

商品に強い力や衝撃を与えない
専用水栓の吐水口にホースや浄水器などの抵抗となるものを接続しない

吸気栓に触れるときは、タンク内の湯を出し切って水になっている
ことを確かめてから行う

水抜きを行うときは、必ず「沸上げ運転 (電源 )」スイッチを「切」にする

給水口に接続する前に必ず、配管内のゴミなどを取り除くため
止水栓を開けバケツ２杯（約20L）程度の水を捨てる

当商品は寒冷地対応品ではないため、凍結のおそれのある場合は、
必ず凍結予防処置（保温材巻、電気ヒーターなど）を行う

必ず連結配管内の水抜きがスムーズにできる勾配で取り付ける

必ず専用水栓を使用する
フィルター付き止水栓の掃除をする際は、いきなりふたをゆるめずに、
止水栓を閉めてから行う

水道水以外は通水しない

雷が発生しているときは、電源プラグに触れない
感電の原因になります。

接触禁止



●電圧

※

●電源コード

：AC100V

(※)

：約 0.7m

(※)環境温度、および水温が高い場合は、使用環境温度範囲内においても一瞬設定温度よりも高温の
　湯が出る場合もあります。

※図はAタイプ（TENA61AH型）とセットの場合

※給水温度約15℃、ダイヤル位置センターの場合
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※標準タイプは操作部が
　ありません。

センサーコネクター
スイッチコネクター

センサーコード
スイッチコード

膨張水処理ユニット
（別売品）

電源スイッチ
※標準タイプのみ

出湯温度調節
ダイヤル



TL347C1R

TEN85G1H型

○

○

○

TL347C2R
壁掛ハイバック
洗面器用

給水用フィルター付き
（床給水用）
（開閉工具付き）
（L=242mm）

L＝150mm

L＝750mmTN65LX75
RHE140

RHE436-15

TL348C17
（MVHG、MVHF用）

L＝850mm

給水用フィルター付き
（床給水用）
（開閉工具付き）
（L=155mm）

給水用フィルター付き
（床給水用）
（開閉工具付き）
（L=476mm）

（ ）

★スパウト
（タッチスイッチタイプ）

※1

TLN22TE 型
（温水・水スイッチ付き）

専用
タッチスイッチ

水栓

排水金具対応

★ストレート形
止水栓

RHE657R

RHE658R

※1：節電タイプの場合、ウィークリータイマーとのセットはできません。
排水金具対応品

L

TENA61AH型

TENA40AH型
TENA41AH型

（節水タイプ）

RHE710

ホース長さL=800mm

排水管接続径
φ32

TENA12BLH型

TENA12AH型
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底部固定金具
ねじ穴位置

固定金具
ねじ穴位置

A寸法：100以上
（車いす対応の場合250以上）

B寸法：　50以上
C寸法：  250以上
D寸法：　50以上

E寸法：　75以上（膨張水処理ユニット無）
150以上（膨張水処理ユニット有）

G寸法：　30以上（膨張水処理ユニット無）
45以上（膨張水処理ユニット有）

F寸法：　45以上
（止水栓の施工時、操作時に必要な寸法）

※1　施工時、メンテナンス時に必要な寸法
　　  （洗面器下端から電気温水器天面までの距離）
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底部固定金具
ねじ穴位置

固定金具
ねじ穴位置
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【設置例（カウンターMK50の場合）】（膨張水処理ユニット：無 壁給水）

【設置例（洗面器 L260C の場合）】（膨張水処理ユニット：有 壁給水）



タッチスイッチ水栓（TLN22TE型）

【設置例（洗面器 L260C の場合）】（膨張水処理ユニット：無 床給水）

【設置例（カウンターMVHF の場合）】（膨張水処理ユニット：有 壁給水）

※カウンター（MVHF）に同梱されているスペーサーを使用して固定してください。
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底部固定金具
ねじ穴位置※

固定金具
ねじ穴位置
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3. スイッチ部の取り付け
　 （タッチスイッチ水栓のみ）

膨張水処理ユニットを取り
付ける場合は、膨張水処理
ユニットの施工説明書に
従ってスパウトと電気温水
器のホースを接続してくだ
さい。
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底部固定金具
ねじ穴位置

固定金具
ねじ穴位置

洗面器

２．スパウトの仮締め
　（壁付きタイプおよびタッチ
　 スイッチ水栓の場合は固定まで行う）
９．センサー内ランプの確認
１０．スパウトの固定

クリーンドライ（温風乾燥器）などとのセットではクリーンドライのセンサー
ビームが陶器内に入らないように、それぞれを離してセットしてください。
※インバータや赤外線を用いた他の機器により、誤作動することがあります。
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「7. 設置条件」を参考にして

カウンター

カウンター自動水栓の場合
  Aタイプ、グースネックタイプ
  コンテンポラリタイプ

MVHG、MVHF、MVHJ（カウンター）にセットする場合、各施工説明書
をご確認のうえけがき位置を決定してください。
（電気温水器が取り付かない場合があります）

ビットNo.1のドライバーを使用
し、ガイド部が変形しないよう
にドライヤーなどで温めてから
ねじを外す。

コンテンポラリタイプ

座金

六角ナット

パッキン

スパウト

取付穴

湯水切替ハンドルの取り付け（湯水切替タイプの場合）
①洗面器（またはカウンター）の取付穴にスイッチコードを通す。
②湯水切替ハンドルを洗面器（またはカウンター）面に
　密着させ、取付穴背面側から座金を入れ
　六角ナットでしっかり固定する。

壁付きタイプの場合、固定まで行う〈壁付きタイプの場合〉

インデックスのマークが上になるように
取り付けてください。

①固定金具にパッキンを取り付け、洗面器（またはカウンター）の
　取付穴に裏側から差し込む。
②洗面器（またはカウンター）の表面からナットを取り付け、
　固定金具を仮固定する。

固定金具の取り付け

固定金具およびナットを取付穴の
中央に取り付けてください。

③六角棒レンチ（対辺2ｍｍ）を使用して六角ナット内の
　止めねじを締め付ける。

ハンドル

または
カウンター



〈タッチスイッチ水栓の場合〉
タッチスイッチ水栓の場合、固定まで行う

3

③固定金具をスパナで固定し、表面のナットをスパナで回してしっかり固定する。
　このとき、止めねじをナットの溝部にとめるため、ナットの面取部が
　縦になるまで増し締めする。

スパウトの取り付け
①固定金具にスパウト連結ホースとセンサーコードを通す。

②センサーコネクター部をスパウトの内側上部に奥まで収納する。
③スパウトを洗面器(またはカウンター)面に密着させ、
　六角棒レンチ(対辺4ｍｍ)を使用して止めねじで固定する。

スパウトが洗面器（またはカウンター）に
密着しない場合は、センサーコネクターを
スパウトの上側の奥まで入れてください。

④付属の固定クランプを洗面器裏面の右図の位置に
　貼り付けて、センサーコード・スイッチコードおよび
　スパウト連結ホースを固定する。

固定クランプは貼り付け面の汚れを
ふきとってから貼り付けてください。
スパウト連結ホースが折れ曲がらない
よう注意してください。
センサーコード・スイッチコードおよび
スパウト連結ホースを洗面器裏面の凹部を
通るように引き回してください。

⑤洗面器をバックハンガーに取り付け固定する。

センサーコードおよびスパウト連結ホースを洗面
器と壁の間にかみ込まないよう注意してください。

⑥センサーコードおよびスパウト連結ホースのかみ込みが
　ないか確認する。

※陶器形状は設置後容易に
　見えない部分において
　異なることがあります。
　（施工性やその他の機能
　に影響ありません。）



下記組み合わせで使用する場合は、スパウトに
同梱されている定流量弁に必ず交換してください。
交換しないと吐水流量が不足して手洗いがしにくくなります。

MVHJ（車いす対応洗面昇降タイプ）にセットする場合は
ホースを切断しないでください。なお、カウンターの施工方
法についてはカウンターの施工説明書をご覧ください。
膨張水処理ユニットをセットする場合はホースを切断しな
いでください。

5
5

5

MVHJ（車いす対応洗面昇降タイプ）にセットする場合は、ホースを切断しないで
ください。カウンター昇降時にホースが抜け水漏れにつながるおそれがあります。

電気温水器

REAK03型
RECK03型

REAH03型

REAM03型

RECK03型

壁付き
タイプ

タッチ
スイッチ
タイプ

グース
ネック
タイプ

スパウト
品番形状タイプ

TLN22TE型

止水栓

TEN84GH型

TEN120AH型

TEN120ABH型

TEN85GH型

※

※

止水栓

　　　　　　　　　　　（400mm以上は確保すること）
ただし、下記注記のような場合はホースを切断しないこと。

TEN122AH型

設置を行う壁に応じて、取り付け前に下記準備を行ってください。
〈タイルまたはコンクリート壁に取り付ける場合〉

〈木製の壁に取り付ける場合〉

あ



故障、水漏れや流量不足

給水口に接続する前に必ず、配管内のゴミなどを取り除くため
止水栓を開け、バケツ２杯（約20L）程度の水を捨てる

フィルター付き止水栓の掃除をする際は、いきなりふたをゆるめずに、
止水栓を閉めてから行う

5

ＭＶＨＪ（車椅子対応洗面昇降タイプ）にセットする場合は、
カウンターの施工説明書をご覧ください。
必ず袋ナットでホースを固定してください。

※

※

袋ナット仕様の場合

ホースクランプ仕様の場合

①スパウト連結ホースにホースクランプを通す。
②ホースを出湯口に差し込む。
③ホースクランプでホースを固定する。
※ホースが確実に差し込まれているか確認してください。
※ホースが折れ曲がることのないように注意してください。
※ホースクランプは所定の位置にくるようにしてください。
※必ずホースクランプでホースを固定してください。

スパウト
連結ホース

スパウト
連結ホース

ホース
クランプ

排水ホース

ホース
バンド

膨張水処理継手

ホース
クランプ

ホースクランプがホース継手の上面に付くこと



〈REAH03型〉 ●センサーコネクター

〈REAK03型〉 ●センサーコネクター ●スイッチコネクター

〈RECK03型〉 ①自動水栓の場合
●センサーコネクター ●スイッチコネクター

②タッチスイッチ水栓の場合
●スイッチコネクター

〈REAM03型〉 ●センサーコネクター ●スイッチコネクター

コネクターに接続する

左側のコネクターに接続する 右側のコネクターに接続する

左側のコネクターに接続する 右側のコネクターに接続する

上側のコネクターに接続する

左側のコネクターに接続する 下側のコネクターに接続する

コードの接続

REAK/M03/RECK03型のコードは2本です。※1

センサーコード（4芯）

※1：RECK03（タッチスイッチ水栓セット）のコードは1本です。
※2：

（つづき）

スパウトが壁付きタイプの湯水切り替えハン
ドル付きの場合、スイッチコードは2芯です。

代表

※MVHJ（車いす対応洗面昇降タイプ）にセットする場合は、MVHJの施工説明書に従ってコンセントを設置してください。
9

（タッチスイッチ水栓以外）
（タッチスイッチ水栓以外）

8

7

〈 〉

〈 〉

9

※2

タッチスイッチ
水栓コード
（コネクター：白）

or

指定する電源以外では使用しない

電気工事は、関連する法令、法規に従って必ず「有資格者（電気工事士）」
が行い、アース（D種接地工事100Ω以下）工事を行う

橙

橙 橙

黒 黒

黒
黒 黒

黒

センサー内ランプの確認

漏電遮断器を取り付ける

タンク内が満水になっていないときは、絶対に「沸上げ運転 (電源 )」スイッチを入れない



9 （タッチスイッチ水栓以外）

10 （壁付きタイプおよびタッチスイッチ水栓以外）

※試運転中に点検ランプが「点滅」した
　場合は、Ｐ.１5「水漏れリセット方法」
　の手順に従って、リセットしてください。

タンク内が満水になっていないときは、絶対に「沸上げ運転 (電源 )」スイッチを入れない
センサー部

センサー内
ランプ



⑤－1. 自動水栓の場合

⑤－2. タッチスイッチ水栓の場合

※必ず化粧カバーが外れている状態で
　ご確認ください。

約60秒間（RECK型は30秒間）連続して水が出ると自動的に止まります。

60秒 （RECK型は30秒間）

万一、空焚きした場合には P.14「空焚き
リセット方法」の手順に従って、リセット
してください。

※

（水側になっている状態ではタンク給水スイッチを押しても、タンクへの給水を行いません。）

満水になるまでに約2分～４分程かかります。
（セットするスパウトにより満水になるまでの
時間が異なります。）



※流量が不足する場合のみ、下記作業を行ってください。

⑨

取り外す

（止水栓に同梱）

⑩

スパウトから出湯させ、流量を確認する。（方法は「⑤スパウトの動作確認をする」を参照）
電気温水器内部に定流量弁を内蔵しているため、基本的には流量の調整は不要です。
止水栓は全開にてご使用ください。
ただし、圧力が低い場所では流量が不足する場合がありますので、下記方法にて流量を調
整してください。

⑧沸かし上がると、沸上げ中ランプ（節電タイプ）および電源スイッチのランプ（標準タイプ）
　が消灯します。

流量調節方法

①開閉工具で止水栓を閉める。

②開閉工具でフィルターキャップ
　を外し、定流量弁を取り外す。

③開閉工具でフィルターキャップ
　を本体に取り付ける。
　※フィルターキャップの取り付
　　けは確実に行ってください。

④止水栓を開け、流量調節をする。

13

13

ランプ1回点滅
（繰返し）

ランプ1回点滅
（繰返し）

カット部のバリを
ニッパーなどで除去
すること
（3カ所）



ランプ2回点滅
（繰返し）

13



吸気栓に触れるときは、タンク内の湯を出し切って水になっている
ことを確かめてから行う

6

⑦

⑧

電源プラグを差し込み、約10秒間待つ。
※水抜きチューブから少し水が出ます。
電源プラグを抜く。

当商品は寒冷地対応品ではないため、凍結のおそれのある場合は、
必ず凍結予防処置（保温材巻、電気ヒーターなど）を行う
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